
JP 4283218 B2 2009.6.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用のエアバッグ用のガス生成器が、少なくとも１個の固定ボルトとそれにねじ結
合されるナットの手段により固定され、前記固定ボルトは、ガス生成器用で、前記エアバ
ッグを搭載し自動車部品に固定する保持部材の少なくとも１個の開口を貫通する、自動車
用のエアバッグ用固定装置であって、
　ガス生成器（１５）と保持部材（１７）との間に電気的絶縁手段（２３，２４，２６）
が配置されており、
　電気的絶縁手段は、電気的絶縁材料製のシェル（２３）によって形成されており、ガス
生成器（１５）と保持部材（１７）との間の接触領域にまたがって延びており、前記シェ
ル（２３）は、少なくとも１つの肩部（２４）で、前記保持部材（１７）の開口（３０）
に係合し、且つ、前記固定ボルト（１８）と、前記固定ボルト（１８）を包囲する前記保
持部材（１７）の開口エッジとの間に電気的絶縁を形成していることを特徴とする自動車
のエアバッグ・モジュール用固定装置。
【請求項２】
　絶縁材料製のブッシング（２６）が、固定ボルト（１８）にネジ結合されたナット（２
２）と前記ナット（２２）の但持面との間の保持部材（１７）上に配置されることを特徴
とする請求項１記載の自動車のエアバッグ・モジュール用固定装置。
【請求項３】
　前記シェル（２３）の肩部（２４）には、ガス生成器（１５）から離れる方向に面する
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保持部材（１７）の外側上にあり、且つ前記開口における半径方向に突出するフック状の
半径方向突起部（２５）が形成されていることを特徴とする請求項２記載の自動車のエア
バッグ・モジュール用固定装置。
【請求項４】
　前記フック状の突起部（２５）を有する前記シェル（２３）の肩部（２４）は、柔軟性
を有し、前記保持部材（１７）の開口（３０）内に押し込まれた時に、自動車部品と柔軟
に係合することを特徴とする請求項３記載の自動車のエアバッグ・モジュール用固定装置
。
【請求項５】
　前記肩部（２４）の半径方向突起部（２５）はブッシング（２６）と係合し、このブッ
シング（２６）のサポートを構成することを特徴とする請求項４記載の自動車のエアバッ
グ・モジュール用固定装置。
【請求項６】
　前記ブッシング（２６）は、ガス生成器（１５）から離れる方向に面する外面に前記半
径方向突起部（２５）に外部で係合し、その端部は、前記保持部材（１７）に係合するこ
とを特徴とする請求項４記載の自動車のエアバッグ・モジュール用固定装置。
【請求項７】
　前記ブッシング（２６）の内面（２８）は、半径方向突起部（２５）に係合し、前記突
起部（２５）の外面（２７）は、互いに対応する傾斜表面を有することを特徴とする請求
項６記載の自動車のエアバッグ・モジュール用固定装置。
【請求項８】
　前記絶縁材料は、プラスチックであることを特徴とする請求項１－７のいずれか１項に
記載の自動車のエアバッグ・モジュール用固定装置。
【請求項９】
　化合物充填ケーブル（３１）が、前記固定ボルト（１８）と導電性自動車部品とを接続
することを特徴とする請求項１－８のいずれか１項に記載の自動車のエアバッグ・モジュ
ール用固定装置。
【請求項１０】
　前記エアバッグ・モジュール（１０）を固定する保持部材（１７）は、自動車シートの
構造体に固定されることを特徴とする請求項１－９のいずれかに記載の自動車のエアバッ
グ・モジュール用固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアバッグを車両に固定する固定装置に関し、特に、自動車用のエアバッグ
用のガス生成器が、少なくとも１個の固定ボルトとそれにねじ結合されるナットの手段に
より固定され、前記固定ボルトは、ガス生成器用で、前記エアバッグを搭載し自動車部品
に固定する保持部材の少なくとも１個の開口を貫通する、自動車用のエアバッグ用固定装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車のシートに固定されるエアバック・モジュールにおいて、シート構造体の部材として
のポストの壁を貫通し、ナットにねじ込まれ固定される取り付け用ボルトが、ガス生成器
のハウジングに取り付けられるタイプの固定装置は、特許文献１に開示されている。車の
シートでのこの適用においては、更に電気的に動作／制御される構成部品（例えばリトラ
クター、シートベルトテンショナー等）が配置され、一体化されたシート構造体に取り付
けられる。このようなエアバック・モジュール用の公知の構造体においては、十分に強い
電流がガス生成器に流れ、シート構造体とそれに取り付けられるガス生成器の固定ボルト
との間に発弧（火花が飛ぶこと）メカニズムが形成され、ガス生成器による誤ったガス放
出を必要な精度で阻止することが出来ないという問題が発生する。誤ってガスが放出され
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るというこの種の事故は、車の搭乗者に対し重大な結果を引き起こす。
【０００３】
【特許文献１】米国特許５８０３４８６Ａ号明細書
【発明の開示】
【０００４】
　このため、本発明の目的は、誤ったガス放出を阻止するような固定装置を提供すること
である。
　上記の目的は、本発明の好ましい実施形態とその変形例を含む特許請求の範囲に記載し
た内容によりその解決が図られる。
【０００５】
　本発明の基本的アイデアにおいては、本発明は、ガス生成器と自動車部品との間に電気
的絶縁（以下、単に絶縁と称する）を提供する。本発明の好ましい方法においては、本発
明の構成により、発生する電流がガス生成器に到達するのを阻止し、固定装置間の発弧メ
カニズムの形成を阻止する。
【０００６】
　本発明の一実施形態において、シェルは、絶縁性材料で形成され、保持部材の開口に少
なくとも１個の肩部で係合し、固定ボルトと保持部材の開口端部との間の絶縁を提供し、
固定ボルトを包囲するが、このシェルが、ガス生成器と保持部材との間の接触領域に少な
くとも跨るように伸びる。絶縁材料製のブッシングが固定ボルトにねじ込まれるナットと
ナットの坦持表面との間で保持部材上に配置される。ガス生成器と保持部材との間の接触
表面を絶縁するシェルが、その肩部で保持装置の開口内を通過すると、固定ボルトも保持
部材から絶縁される。ナットを保持部材から絶縁することは、それらの間に挿入されたブ
ッシングにより行われる。
【０００７】
　このため、更に本発明の一実施形態によれば、シェルの肩部は、ガス生成器から離れる
方向に面する保持部材の外側上にフック状の半径方向突起部を形成する。更に好ましくは
、フック状の突起部を有するシェルの肩部は、柔軟性を有し、保持部材の開口内に押し込
まれた時に、自動車部品と柔軟に係合する。
【０００８】
　更に、本発明の一実施形態によれば、肩部の半径方向突起部は、ブッシングのサポート
を構成する。別の構成として、ブッシングは、半径方向突起部に外部で係合し、その端部
は、前記保持部材の全面上にある。ブッシングの内側表面は、突起部に係合し、突起部の
外側表面は、互いに対応する傾斜表面を有する。
【０００９】
　適宜のプラスチック材料が、電気絶縁の手段として使用される。
【００１０】
　静電気がエアバッグに現れても、本発明に採られた絶縁措置により、導電性の自動車部
品に自動的に放電することはない。本発明の一実施形態によれば、化合物充填ゲーブルで
固定ボルトと導電性自動車部品とを接続し、エアバッグ近傍の静電気も同様に排除される
。
【００１１】
　本発明の一実施形態によれば、エアバッグ・モジュールを固定する保持部材は、自動車
シートの構造体に固定される。本発明は、一体化された保持部材を有するエアバッグ・モ
ジュールが、自動車のシートの外側（例えば、計器パネルの近傍の導電性部品）に固定さ
れるエアバッグの絶縁性搭載にも適用できる。更に、本発明は、必ずしも、保持部材を含
むものに限定されるものでもない。ガス生成器又はそのハウジングの固定ボルトエアバッ
グ・モジュールを固定する自動車部品の開口に直接導かれる。この固定措置は、前述した
特許文献１に開示されたように、固定ボルトにねじ込まれたナットにより行われる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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　図１のエアバック・モジュール１０は、２つの部品から構成される外側ハウジング組立
体１１を有し、その一方の上に配置されたヒンジ付き接続部１４と、他方の上に配置され
たスナップ接続部１２より一体に保持配置される。外側ハウジング組立体１１の一方には
所定の破損予定点１３が具備され、この破損予定点１３はエアバック・モジュール１０内
に配置されたエアバッグ１６の膨張圧により破壊される。その結果、外側ハウジング組立
体１１の一方は、ヒンジ付き接続部１４を蝶番にして開く。
【００１３】
　ガス生成器１５と折りたたまれた状態のエアバッグ１６とが、エアバック・モジュール
１０内の内部に配置される。ガス生成器１５は、エアバック・モジュール１０の内側に伸
びる保持部材１７上に取り付けられ、そこを貫通する固定ボルト１８とこの固定ボルト１
８上にネジ止めされるナット２２とで固定される。保持部材１７は、エアバック・モジュ
ール１０を超えて伸びて、その端部で搭載用フック２０と搭載用開口２１を有し、保持部
材１７は、車両の部品例えば特許文献１に示されたシート構造体の部分に、適宜の固定部
材の手段により取り付けられる。
【００１４】
　車両部品あるいはシート構造体とガス生成器との電気的接続を遮断（絶縁）し、保持部
材１７とガス生成器１５用の固定装置（固定ボルト１８とナット２２から構成される）と
の間の発弧メカニズムを阻止するために、絶縁性（好ましくは適宜のプラスチック材料製
）のシェル２３が、ガス生成器１５の着床領域内で保持部材１７に当たり、ガス生成器１
５と保持部材１７との間に配置されシェル２３が、同様に固定ボルト１８を絶縁し、ナッ
ト２２と保持部材１７との間に配列されたブッシング２６により絶縁が補強される。
【００１５】
　固定ボルト１８による固定装置の近傍の絶縁状態を図２に示す。同図において、シェル
２３は、固定ボルト１８の周囲に肩部２４を有し、肩部２４は、保持部材１７とガス生成
器１５との間に配置され、保持部材１７に形成された開口３０を貫通し、ガス生成器１５
から離れる方向に面した側上でフック状態で保持部材１７に、外側に向いた半径方向突起
部２５でもって、係合する。この構造により、開口３０の近傍で固定ボルト１８の方向に
向いた保持部材１７の面は保護され、固定ボルト１８から絶縁され、その結果この領域で
電気的接続は起こらない。
【００１６】
　固定するために、ナット２２が固定ボルト１８にねじ込まれる際、絶縁材料製のブッシ
ング２６がナット２２と保持部材１７との間に配置され、ナット２２はブッシング２６上
でそれ自身を固定し、ナット２２と保持部材１７との間の電気的接続が阻止される。図２
に示した実施形態においては、半径方向突起部２５に係合するブッシング２６の内面２８
と半径方向突起部２５の外面２７とは、対向する傾斜面に対応する傾斜面を有するよう両
方とも設計されている。
【００１７】
　シェル２３と肩部２４と半径方向突起部２５とは、シェル２３を保持部材１７に組み立
てる間、シェル２３と保持部材１７との間で係合するスナップ結合ができるよう配列（構
成）される。
【００１８】
　ガス生成器１５の静電気の蓄積を阻止するために、化合物を充填したケーブル３１が固
定ボルト１８を導電性の自動車部品に接続し、自動車部品及び／又はそれに接続される保
持部材１７とガス生成器１５との間の電気的絶縁が行われる。
【００１９】
　本明細書に開示した発明の目的、特許請求の範囲、要約書、図面等は、様々な実施形態
あるいは変形例において、単独あるいは組み合わせて本発明の具体化するために必須なも
のである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
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【図１】保持部材を有するエアバック・モジュールの断面図。
【図２】ガス生成器と保持部材の結合部の拡大断面図。
【符号の説明】
【００２１】
１０　エアバッグ・モジュール
１１　外側ハウジング組立体
１２　スナップ接続部
１３　破損予定点
１４　ヒンジ付き接続部
１５　ガス生成器
１６　エアバッグ
１７　保持部材
１８　固定ボルト
２０　搭載用フック
２１　搭載用開口
２２　ナット
２３　シェル
２４　肩部
２５　半径方向突起部
２６　ブッシング
２７　外面
２８　内面
３０　開口
３１　化合物充填ケーブル

【図１】

【図２】
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